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令和６年度 努力点研究について 

 

Ⅰ テーマ 

自律して学ぶことのできる姿を目指した授業実践について（１年次） 

～自由進度学習を通して～ 

Ⅱ テーマ設定の理由 

  これまでの３年間で、ICT機器も活用した｢主体的・対話的で深い学び｣につながる授業づく

りを目指して実践を進めてきた。実践の結果、多くの児童が ICT機器も活用しながら、自分の

考えをもって学習を進める様子が見られた。しかし、漠然と自分の考えをもつ児童も少なくな

い。また、友達の考えも知り、自分の考えに生かすことのできない児童も見られる。自分の学

習状況を把握して、考えに根拠をもって学習を進めることができれば、児童は、これまで以上

に、意欲的に学習に取り組むことができるのではないか。そして、それぞれの児童が友達の考

えを認めて自分の考えに生かすことができれば、学習を深めることにつながるのではないかと

考える。児童が学習状況を把握して自分の考えをもち、その考えに友達の考えを生かすことの

できる児童を本校では、自律して学ぶことのできる児童ととらえ、こうした児童を育てる授業

実践を行っていきたい。 

  １年次である今年度は、昨年度同様、自由進度学習を取り入れた授業を行い、教師が示した

選択肢の中から自分に見合ったものを自己決定できる児童を育てたい。昨年度、自由進度学習

を行った児童の様子は、「学習が楽しい」「もっとやりたい」と意欲的に取り組む姿が多くみら

れた。こうした、「楽しい、もっとやりたい」という思いが積み重なることで、学習に向かう姿

勢が変わり、学習を深めることができると考える。また自律して学ぶことのできる児童を育て

るためには、学習内容や学習方法、学習の順番など、様々児童が選択し自己決定をする場面が

必要不可欠であると考える。 

Ⅲ 研究の方法 

１ 研究の手立て 

「自由進度学習の三つの型」 
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２ 研究の内容 

 (1) 授業実践（一人１実践、代表授業者 1名） 

  ・ 各部会に合った具体的な手立てに沿って行う 

 (2) 部会の進め方 

  ・ 部会取りまとめの先生が日程調整を行い、部会の司会進行をする（事前・事後検討） 

 (3) 役割分担 

  ・ 部会取りまとめの先生を中心に、部会を開催する 

 (4) 中間報告書 

  ・ 前期実践について報告 

 (5) 最終報告書 

  ・ 後期実践について報告 

・ 部会の成果と課題について 

 (6) 発信（職：職員、児：児童、保：保護者・地域） 

  ・ 職中間報告書・最終報告書・指導案 

  ・ 保授業参観・学級懇談会 

  ・ 保ホームページ 

  ・ 保学校だより 

 

 

３ 推進組織図 
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校務・５・６年担任 

特支・３・４年担任＋教科担当 


